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包括的研究提携契約に関する合意書
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独立行政法人国立がん研究センター

第一三共株式会社

国立がん研究センターと第一三共、包括的研究提携契約を締結

独立行政法人国立がん研究センター(理事長 :堀 田 矢口光、東京都中央区、以下「国立がん研究センター」)

と第一三共株式会社 (代表取締役社長:中 山 譲治、東京都中央区、以下「第一三共」)は、双方が有する研

究能力を活かし、優れた抗がん剤創出を目指した共同研究を推進するための包括的研究提携契約を締結

しましたので、お知らせいたします。

本契約は、日立がん研究センターの有する高度ながん研究技術および臨床経験と、第一三共の有する高

い研究能力と創薬技術力を融合することによって、優れた抗がん剤倉1出のための研究開発を通じて、がん

の制圧と人々の健康増進に寄与することを目的としています。

本契約で包括的な提携関係を構築することによつて、今後の個別共同研究を迅速に進めることが可能とな

ります。国立がん研究センターは、保有する研究成果のうち第一三共の研究・創薬方針に合致するものを第

一三共に提示し、両社協議の下 (1)創薬標的探索研究 もしくは(2)初期創薬研究を共同で進めます。

創薬標的探索研究では創薬標的の探索、同定、評価を行い、初期創薬研究ではハイスループットスクリー

ニングによる創薬候補化合物の取得、または抗体の取得を行います。

日立がん研究センターは 1962年 に開設され、日本におけるがん治療および研究をリードする医療機関であ

り、創薬に繋がる豊富な研究成果を有しています。一方、第一三共は、がんを重点疾患領域の一つと位置

づけ、経営資源を重点的に配分して、自社研究のみならず様々な提携先との共同研究 開発を精力的に展

開しております。

日立がん研究センターと第一三共はこれまでも個別のテーマを通じて共同研究を進めてまいりました。今回

の合意により、さらに緊密な関係が構築され、共同研究がよリー層推進されていくことが期待されます。4月

に合同会議を開催し、日立がん研究センター第一三共との間で意見交換が行われ、本契約の戦略および

今後の方向性について議論されました。

両者は、高い研究能力を通じて、患者の方々に一日も早く優れた抗がん斉1を提供するという使命を共有して

います。本契約により、両者の協力体制が拡充され、有望な抗がん剤の研究が大きく前進することを確信し

ています。

独立行政法人日立がん研究センター

総務部総務課広報室

TEL:03-3542-2511(lt5長 )

URL:bttp//wWW ncc goJp.`

第一三共株式会社 コーホ
゜
レートコミュニケーション部

報道関係者の皆様 TEL:036225-1126

株式市場関係者の皆様 TEL:0362251125
URL h壺ノ/wWW da19-

本件に関するお問い合わせ先
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国立がん研究センター・第一三共株式会社
包括的研究提携契約

独立行政法人国立がん研究センター

研究所長  中釜 斉
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国立がん研究センターの理念と使命

職員の全ての活動はがん患者の為に !

使命
夕がん難民をつくらない
.調査
〉研究
〉技術開拓
〉先進医療の提供
〉教育
,政策立案
〉国際がんネットワーク
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〉組織
‐研究所
ヽ中央病院
′東病院
‐がん予防・検診研究セン

ター
,がん対策情報センター
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研究所における研究分野

新領域創成フ
゜
ロシ
・ェクトグループ

難治がん研究分野
がん予防研究分野
多層オミックス・パイオイン
フォーマティクス分野
1図腫瘍連携研究分野

3

動物実験支援施設
RI実験支援施設
基盤研究支援施設

I.発がん機構 1.分子標的
研究グループ 研究グループ

分子病理分野
遺伝医学研究分野
家族性腫瘍研究分野
多段階発がん研究分野
ウイルス発がん研究分野
発がんシステム研究分野

転移浸潤シク
・
ナル研究分野

分子細胞治療研究分野
腫瘍生物学分野
がん分化制御解析分野
造血器腫瘍研究分野

III.分子診断ロ

個別化医療
開発グループ
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薬理ゲノム学研究分野
創薬フ

゜
ロテオーム研究分野

エピゲノム解析分野
ゲノム生物学研究分野
がんゲノミクス研究分野

開発グループ

がん患者病態生理研究分野
がん幹細胞研究分野
遺伝子免疲細胞医学研究分野
ゲノム安定性研究分野

National Cancer center 2012/5/22



研究成果活用のための包括連携協定

臨床開発を推進する包括提携
■ファイザーとのパートナーシップ契約締結

治験の質の向上を図り、国際的競争力を高め、革新的な抗がん剤
の開発促進を通じて医療に貢献する。国際的な治験のコストやス
ピードに関する情報提供、医療関係者のトレーニングを実施してい
る。

AstraZeneca l
■アストラゼネカとのMaster Clinical Agreement締結
前臨床の段階からのパイプライン情報を含めた情報交換により、第
一相を含む国際共同臨床試験を推進する。抗がん剤のドラッグラグ
解消のみならず、グローバルでのFirst in humanを 目指す。

次世代医療分野の先端技術との融合
■島津製作所と包括共同研究契約を締結   OSHIMADZU
高度ながん研究技術および臨床経験と、次世代医療分野に関する
先端技術を融合することによって、創薬プロセス革新やがんの超早
期診断を実現し、がんの制圧と人々の健康増進に寄与する医療技
術を開発することを目指す。

従来は個々の研究者・治験医師ごとに進められていた企業との共同研究・治験について、新たに
企業との間で包括連携協定を締結し、統括的な管理の下に、研究の質及びスピードを向上させ

世界に先駆け

研究成果の

4

実用化を目指す

National cancer Center 2012/5/22
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共同研究の推移

共同研究費および件数の推移
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2010年度の独法化と共に、知的財産戦略室を設置し、共同研究と知的財産管理を担当している。
共同研究件数、研究費とも増加しており、20H年度は155件、1.8億円の共同研究費を得ている。
共同研究の相手先は製薬企業を初め、医療機器、診断薬企業が主な提携先となつている。

2010 2011

National cancer Center 2012/5/22



早期・探索的臨床試験拠点 Phase Iセ ンター
国内外製薬会社      

―
 

―
     国内外トッフクラスの

世界トッフtノベルi籠設   ′ 期甲発試験奥ヘ     ァヵテミア研究施設
とのコラボレーション    ノ電rstin Hu:ll現墨奮臭T雷津.)・  ヽ   とのコラ余し|二L
晰 3er社           ′

・Phasel治験 (lo2件。
)、     ヽ    壼菫先崎生命絆 o究所

AstraZeneca社    _″ 子  J 里摯さ]F験 (lo3件 さ)の豊富な実績l F́‐1響lL書サ

=「第 一 三共社      ヽ ｀ .ヽAr ・
菫墜奪,|「 を

`投

与敷 1,2,4症 例 “)1,′
/.´

」事サ

“

学囀合,究所

島澪製作所など  ・｀``
、11 ・塁モ■響菱肇拳甲■を翌坦Tの  日:… _f‐  東大先靖医学研究所

未承認果を用いた共同早期開発

断f[菫蒋葦F扉覇畷壮ガ:1誰よ4111蓬

驚二整 滓サ晋
二

|「聯:蕗蠣
 ヽぶ昴1可ξ轟:店」協

1

面 で
・アカデミア発シーズ開発 →我が国発の医薬品の開発を促進
・グローバル製薬企業とコラボレーション→新薬開発戦略のイニシアチブ

→ ドラック・デバイスラグ克服を超えて、'ュ
'の

イノベーションを創出!!

薬 剤 師 4名 、生 物 続 計 1名 在 籍 )′     ヽ    tり
tJヽ ‐ ド 、

'ス
勲 讐 P4

:生物統計寧(3名 在箱 )
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医薬品産業への橋渡し

創薬標的

基礎研究

創薬
シーズ

ライブラリ
HttS, CADD

リード化
合物

Medicinal

Chemistry

前臨床
試験

PK, PD
Tox, CMC

臨床試験

Phase l,||,|||

申請・

販売

GAPの解消のために

し)
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1  創薬の早期段階からの企業との共同研究
:

:

|  ベンチャー企業の提携、創設L_________― ―――――――

「

~花

塔 吻 蕩 蘭 :荻 万 り

=三
勁 ;…

…

苔 蔵

… … …
~1

:                                                                      :
:                                                                      :

1  薬物動態、安全性、製剤開発等は外注    |
1_¨ ¨ ¨ ___…

…
‐ ‐ ‐ ‐ _― _¨ ¨ _― ¨ __¨ _¨ ¨ __― ‐ ‐ ―                                    :
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第一三共との包括的研究提携

双方が有する研究能力を活かし、優れた抗
がん剤創出を目指した共同研究を推進する

●
優れた抗がん剤の創出

畢
がんの制圧と人々の健康増進に寄与する

世界に先駆け

研究成果の

実用化を目指す
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研究室 A
研究室A

研究室B
研究室B

共同運営会議研究室C
研究室C

連携オフィス

研究室D
研究室D

＞

＞

＞

＞

共同運営会議の設置 (責任者を含む少人数で運営 )

Scientnc seminarを定期的に開催 (年 1回程度 )

個別共同研究の提案 (個人対個人ではなく、組織対組織 )

連携オフィスが共同研究活動が促進されるよう支援する

National cancer Center 2012/5/22



連携スキーム

創薬のための共同研究

がん研究センター

創薬標的の提示
効果の検証
治験・臨床研究

研究所・臨床開発センター

中央病院・東病院
知的財産戦略室

第一三共

スクリーニング
最適化研究
非臨床試験

癌研究所
研究担当部
研究開発企画部

各テーマ毎の共同研究を実施

ｎ
ｕ National Cancer Center 2012/5/22



共同研究の流れ

がん研敷 ンター 共同運営会議で研究テーマの決定 第一三共
日
Ｈ
Ｈ
＝

創薬標的探索研究 (探索研究)

創薬標的の探索・同定・評価を
実施

初期創薬研究 (創薬研究 )

創薬標的の評価
活性物質のスクリーニング

||

共同運営会議で次期研究ステージヘの移行を決定

ll

初期創薬研究 (創薬研究)ヘ

ライセンス契約

後期創薬研究 (化合物最適化)

製剤、薬物動態、安全性研究



共同運営会議メンバー

中釜研究所長

大津臨床開発センター長
山田研究所上席副所長

大槻研究担当部長

青沼癌研究所長

中西研究開発企画部研
究企画グループ長

連携担当者

・知的財産戦略室 ・研究企画グループ

●

‘ National cancer Center 2012/5/22



今後の展開

共同研究テーマの選定・推進
)創薬候補化合物の獲得

前臨床研究での協力
〉臨床情報を用いた創薬候補化合物の絞り込み

早期・探索的臨床試験拠点 (Phase lセンター)での治
験への展開
)First― in― human言式題実

■
η  ン

●

‐ノ0
■J

〔
・ｎ
ヽ
一

ｆ
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ご清聴ありがとうございました

Daiichi― SanりЮ
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Daiichi― Sankvo

第一三共の癌領域の取組みと

共同研究への期待

～ 日本発の革新的な抗力%痢腕鷹′～

を目指しτ

2012年も月22日

第―三共株式会社 癌研究所

青沼 正志



第一三共 :デイスカバリー研究における重点領域

未充足医療二〒ズの高い
Key Message 重点領域での競争力の向上

Fa呂 ニ ニ こ こ こ こ こ こ こ こ こ こ =二
●.

|ロ

|ロ

|ロ

|ロ

|ロ

|ロ

||

|ロ

|ロ

11

lL__ロ

重点領域

循環代謝

2015年に向けて

現在の研究基盤ロパイプラインの

上に更なる競争力を構築する

先端領域

未充足ニーズヘの

新たなチヤレンジ

2015年以降に向けて

従来の疾患領域に
とらわれない新たな

切リロでチヤレンジする

-1-
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新規採素技術(AKIP)を用いた共同研究

鰤        [τ

「

DS-7423
Pi3K/mTOR鳳害H

ARQ 092
(AKT阻書剤 )

DS-3078
(mTOR阻害剤 )

Tigatuzumab
(抗DR5抗体 )

Nimotuzumab
(抗EGFR抗体 )

U3-1287
(抗HER3抗体 )

Denosumab
/RanmarkTM
抗RANKL抗体

′ ~~~~~~~｀
、

自社昌

導入昌
バイプラインの補完と革新的技術の取り込



新規の創薬シーズ・創薬技術獲得への取り組み ０
¨

―オープン・イノベーシヨンー

みんなて育てるnll栞 フロシェクト|タ ネテス

TaNeDS創薬研究シーズ募集
中●

"″「― ,'・……  募集期間 12012年 6月 1日 崚l～6月 15日崚 1

創薬に関わる様々な研究シーズや医薬品製造に関わる技術シーズを、日本国内の研究者を

対象に広く募集

がん領域で募集中の研究シーズ

特に増殖・生存シグナル、エピジエネティクス、上皮日間葉転換、がん幹

細胞、転移あるいはがん微小環境の各分野に関する、以下の研究

1.機能解析ないしヒトのがんにおける発現解析が、終了もしくは進行

中である新規がん標的分子の研究

2.新規がん標的分子のユニークな探索法

3.新規がん薬効評価モデル (細胞、組織、動物)の研究

-3-



がん領域の研究開発アプロ‐

創薬研究プラツトフオーム

極的同定・標的検証

外部提携  化
t鯉

ラリ → →

l」→ :→ __
薬剤スクリーニング

病態モデル

ヒット・リード最適化
オープン  ′ヽィォマーカー

イノベー    ¨¨¨

ション

1■■ 0

■

臨床との乖離・ 臨床病態の複雑さ

臨床病態からの基礎研究の重要性



包括提携の目的 0
日立がん研究センターで実施される臨床検体を用いた解析や基礎

研究からの各種成果(がん標的分子候補や病態モデル系等 )に

ついて、創薬研究への展開0応用性を、日立がん研究センターとの

密な連携のもと、迅速かつ効果的・効率的に検証し、革新的新薬

の創生に繋げる。

オ…プン

イノベーシヨン

創薬研究
プラツトフォーム

臨床病態の解析:基礎研究
と創薬の橋渡し

パイプラインの拡充

個別化医療の推進

革新的新薬創生
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包括提携の研究計画 0
Da chi― Sankvo

初期標的候補(群)→ 候補分子 → 評価済み創薬標

研究計画 (研究期間:原則1年 )

D創薬標的探索研究:

標的探索,同定,評価;初期創薬で必要な研究情報試料を獲得

iD初期創薬研究:

HTSヒット化合物,抗体の取得:DSが単独研究可能なヒット取得

「創薬標的探索研究」
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「初期創薬研究」



日本発の革新的な抗がJ

日立がん研究センターの有する高度ながん研究技術

および臨床経験と、第―三共の有する研究能力と創

薬技術力を融合することによつて、優れた抗がん剤

創出のための研究開発を推進し、がんの制圧と人々

の健康増進に寄与してまいります。
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回ムがんa史センターど第一二共濠式会社の

乞耗
"aえ

経場契んに関する杏意音

独ユ行政法人回ムがんa究 センターと第一二共株式会社

l■ 、がんの告1瓜 と人々の代凛看進に寄与することを目
`う

とに、

スオが奮する研究絶力を静かtて 、援ォtた れがん利創ムを

日お tた 共同研究を維建するための乞れ蒟

'aえ
捏場実ヵを

オ党するこヨこっいて谷意に逹tた 。

キ式24年 5月 22日

独ユ行政法人 ロスがんa史センター

理事捩

第一二共林大会社

執行薇 員 a究 同奏仝二→「 牧


